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小
水
力
発
電
推
進
協
議
会
発
足

急
峻
な
地
形
を
一
気
に
流
れ
落
ち
る

水
を
、
日
本
は
う
ま
く
シ
ス
テ
ム
化
し

て
き
ま
し
た
。
雨
が
多
く
、
水
は
山
肌

を
縫
う
よ
う
に
流
れ
て
、
扇
状
に
張
り

巡
ら
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
地
形
や
気
候

を
活
か
せ
ば
、
小
水
力
を
そ
の
シ
ス
テ

ム
の
中
に
親
和
的
に
融
合
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
村
や
町
づ
く
り
が
私
の
研
究
テ
ー
マ

で
す
。
そ
の
調
査
の
過
程
で
富
山
県
南

な
ん

砺と

市
の
城

じ
ょ
う

端は
な

と
大
分
県
日
田
市
の
中

津
江
村
を
訪
ね
ま
し
た
。

城
端
と
中
津
江
は
、
か
つ
て
稼
動
し

て
い
た
水
車
を
復
活
さ
せ
て
、
地
域
を

活
性
化
し
て
い
ま
す
。
城
端
の
場
合
は
、

90
年
代
に
市
民
か
ら
提
案
さ
れ
た
﹁
か

ら
く
り
水
車
復
元
﹂
を
実
行
し
、
町
お

こ
し
を
試
み
ま
し
た
。
歯
医
者
さ
ん
が

歯
磨
き
指
導
を
目
的
に
つ
く
っ
た
歯
磨

き
水
車
や
曳
山
水
車
な
ど
、
﹁
水
車
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
ロ
ー
ド
﹂
に
は
す
で
に
40

基
以
上
が
稼
動
し
、
観
光
客
も
あ
る
程

度
呼
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
中
津
江
は
、
鯛

た
い

生お

金
山
の
開
発

時
か
ら
水
車
に
よ
る
発
電
が
行
な
わ
れ

て
い
た
地
域
。
水
車
は
20
年
ほ
ど
前
に

停
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
０
４
年

に
﹁
鯛
生
小
水
力
発
電
所
﹂
を
再
生
さ

せ
ま
し
た
。
こ
の
発
電
所
は
津
江
川
の

砂
防
ダ
ム
を
利
用
し
た
も
の
で
、
中
津

江
村
の
観
光
施
設
や
村
民
の
電
力
を
ま

か
な
い
、
余
剰
が
出
た
と
き
は
九
州
電

力
に
売
っ
て
、
経
済
的
に
も
か
な
り
う

ま
く
稼
動
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
例
を
実
際
に
見
聞
き
し
、

小
水
力
発
電
に
希
望
を
抱
い
て
い
る
人

た
ち
と
出
会
っ
た
こ
と
か
ら
、
私
た
ち

は
２
０
０
５
年
に
﹁
小
水
力
発
電
推
進

協
議
会
﹂
を
発
足
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

揚
水
水
車
と
動
力
水
車

元
来
日
本
は
、
揚
水
水
車
で
灌
漑
を

行
な
っ
て
農
業
を
発
展
さ
せ
、
動
力
水

車
は
穀
物
の
精
白
・
精
米
や
製
材
、
製

糸
な
ど
に
利
用
し
て
、
産
業
の
基
礎
を

築
い
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
結
果
的

に
水
が
あ
る
所
が
生
活
や
産
業
の
始
ま

り
に
な
り
ま
し
た
。
群
馬
県
の
桐
生
で

は
撚
糸
に
水
車
を
使
っ
て
い
ま
し
た
し
、

山
梨
県
の
都
留
や
長
野
県
の
諏
訪
な
ど

も
水
車
活
用
の
良
い
例
で
す
。

日
光
で
は
線
香
を
つ
く
る
の
に
、
杉

の
葉
を
搗つ

く
動
力
と
し
て
水
車
を
利
用

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
水
車

は
日
本
の
中
に
﹁
普
通
の
施
設
﹂
と
し

て
自
然
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
で
小
水
力
利
用
は
文
化

的
な
話
と
関
連
づ
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
私
は
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
人
と
つ
き
合
う
よ

う
に
な
っ
て
、
水
車
は
魅
力
的
と
い
う
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か
、
水
自
体
を
魅
力
的
と
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
単
純
に
作

物
用
の
水
、
飲
み
水
、
用
水
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
動
力
ま
で
得
ら
れ
る
資

源
と
し
て
意
味
が
あ
る
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
風
力
発
電

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
オ
ラ
ン
ダ

や
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
常
に
一
定
の
風
が

吹
く
地
帯
で
な
い
と
効
率
が
悪
い
う
え
、

風
車
自
体
も
日
本
の
景
色
に
は
な
じ
み

に
く
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

９
電
力
体
制
と
農
村
電
化
事
業

小
水
力
発
電
の
可
能
性
を
お
話
し
す

る
前
に
、
日
本
の
電
気
事
情
に
つ
い
て

簡
単
に
ご
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
現
在
、

日
本
の
電
力
は
基
本
的
に
発
電
も
配
電

も
10
電
力
会
社
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
各
地
に
大
小
の

民
間
電
力
会
社
が
点
在
し
て
い
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
﹁
９
電
力
体
制
﹂
︵
後
に

沖
縄
電
力
が
加
わ
り
10
電
力
会
社
に
︶

の
源
に
は
、
戦
争
遂
行
の
た
め
に
電
力

事
業
の
国
家
統
制
が
望
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
時
代
背
景
が
あ
り
ま
し
た
。
１

９
３
８
年
︵
昭
和
13
︶
に
は
﹁
国
家
総

動
員
法
﹂
と
ほ
ぼ
同
時
に
﹁
電
力
管
理

法
﹂
や
﹁
電
気
事
業
法
﹂
が
制
定
さ
れ
、

翌
年
に
は
そ
れ
に
基
づ
き
国
策
企
業
の

日
本
発
送
電
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
電
力
会
社
は
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
日
本
発
送
電
株
式
会
社
と

関
連
す
る
９
配
電
会
社
に
再
編
さ
れ
、

水
力
開
発
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

結
局
は
、
戦
後
の
全
国
総
合
開
発
計
画

と
結
び
つ
い
た
こ
の
体
制
が
、
電
気
事

業
法
の
大
幅
改
正
が
な
さ
れ
電
力
自
由

化
が
始
ま
っ
た
１
９
９
５
年
︵
平
成
７
︶

ま
で
続
い
た
わ
け
で
す
。

一
方
、
昭
和
20
年
代
は
︵
１
９
４
５

年
〜
︶
ま
だ
電
気
が
通
っ
て
い
な
い
農

村
地
帯
が
日
本
中
に
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
行
な
わ
れ
た
の
が
農
村
電

化
事
業
。
農
協
な
ど
が
発
電
用
の
水
利

権
を
取
り
、
発
電
機
を
入
れ
て
日
本
の

各
地
で
農
山
村
の
電
化
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

１
９
５
２
年
︵
昭
和
27
︶
に
施
行
さ

れ
た
﹁
農
山
漁
村
電
気
導
入
促
進
法
﹂

が
こ
の
事
業
を
後
押
し
す
る
形
で
、
農

村
電
化
は
一
定
の
盛
上
が
り
を
み
た
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
９
電
力
会
社
の
配

電
網
が
農
山
村
を
広
く
カ
バ
ー
す
る
よ

う
に
な
り
、
農
村
電
化
事
業
は
や
が
て

下
火
に
な
り
ま
す
。
実
は
中
国
地
方
に

は
今
も
こ
の
事
業
の
名
残
が
残
っ
て
い

ま
す
。
農
協
な
ど
が
持
っ
て
い
る
発
電

所
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
、
現
在
も
電
気
を

中
国
電
力
に
売
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て

１
０
０
０
kW
以
下
の
小
規
模
発
電
所
で

す
が
、
中
国
地
方
全
体
で
50
カ
所
ほ
ど

稼
動
し
て
い
ま
す
。

先
日
、
西
部
鳥
取
農
協
が
持
っ
て
い

る
発
電
所
を
１
カ
所
見
学
し
て
き
ま
し

た
。
昭
和
20
年
代
の
建
設
で
す
か
ら
、

歴
史
は
50
年
以
上
。
川
か
ら
水
を
取
り
、

も
う
一
度
川
に
戻
す
と
き
に
発
電
す
る

仕
組
み
で
、
な
か
な
か
感
動
的
な
景
観

で
し
た
。

住
友
の
特
定
電
気
事
業

次
に
、
愛
媛
県
の
新
居
浜
に
あ
る
住

友
共
同
電
力
の
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
は
最
近
ま
で
９
電
力
の
傘
下
に
入

ら
な
い
で
、
農
村
電
化
事
業
を
行
な
っ

て
き
た
例
で
す
。

そ
も
そ
も
住
友
グ
ル
ー
プ
は
、
新
居

浜
か
ら
内
陸
に
入
っ
た
別
子

べ
っ
し

山
村
の
銅

山
か
ら
興
り
ま
し
た
。

１
９
１
９
年
︵
大
正
８
︶
新
居
浜
市

所
在
の
住
友
系
工
場
事
業
場
に
必
要
な

電
力
を
確
保
・
供
給
す
る
た
め
、
住
友

共
同
電
力
の
前
身
で
あ
る
土
佐
吉
野
川

水
力
電
気
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
１
９
２
７
年
︵
昭
和
２
︶
に
は
、

別
子
鉱
業
所
有
の
端
出
場

は

で

ば

、
大
保
木

お

お

ふ

き

両

水
力
発
電
所
、
新
居
浜
火
力
発
電
所
な

ど
の
自
家
用
電
気
設
備
を
譲
り
受
け
、

電
気
供
給
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

土
佐
吉
野
川
水
力
電
気
株
式
会
社
か

ら
始
ま
っ
た
住
友
共
同
電
力
は
、
今
も

地
元
の
住
友
グ
ル
ー
プ
に
電
力
を
供
給

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
別
子
山
村
は
農
村
電
化
の
た

め
に
森
林
組
合
を
つ
く
り
、
発
電
所
を

建
設
・
経
営
し
、
村
に
電
力
を
供
給
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
別
子
山
村
森
林
組

合
は
５
年
前
ま
で
独
自
に
村
の
電
力
を

ま
か
な
い
、
余
っ
た
分
は
住
友
共
同
電

力
に
売
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
２
０
０
３
年
４
月
、
別
子

山
村
は
新
居
浜
市
に
合
併
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
森
林
組
合
の
発
電
配
電
事
業

を
﹁
四
国
電
力
に
組
み
込
ん
で
も
ら
う

か
、
住
友
共
同
電
力
に
す
る
か
﹂
と
い

う
選
択
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
﹁
も
と
も
と
送
電
線

な
ど
の
設
備
も
整
っ
て
お
り
、
新
た
な

設
備
投
資
が
必
要
な
い
か
ら
﹂
と
い
う

理
由
で
、
別
子
山
村
の
発
電
配
電
事
業

は
住
友
共
同
電
力
に
引
き
継
が
れ
、
村

は
住
友
共
同
電
力
か
ら
電
気
を
買
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
９
５
年
に
、
電
力
会
社
と
同
様

に
供
給
地
域
と
供
給
責
任
を
持
つ
と
い

う
条
件
の
下
で
、
電
力
会
社
以
外
の
事

業
者
が
小
売
ま
で
で
き
る
よ
う
規
制
改

革
が
行
な
わ
れ
、
自
前
の
発
電
設
備
と

送
配
電
設
備
を
持
つ
事
業
者
が
、
特
定

の
電
力
需
要
家
に
直
接
、
電
気
を
売
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
特
定
電
気
事
業
と
い
い
、
別
子

山
村
は
、
こ
の
枠
内
で
営
業
し
て
い
ま

す
。（
次
ペ
ー
ジ
上
図
参
照
）

一
般
家
庭
が
電
力
会
社
か
ら
電
気
を

買
う
場
合
、
個
別
に
需
給
契
約
書
を
交

わ
す
手
続
き
は
省
か
れ
て
い
ま
す
が
、

別
子
山
地
区
の
住
民
は
住
友
共
同
電
力

と
の
個
別
契
約
を
更
新
し
な
が
ら
、
地

元
で
つ
く
っ
た
電
気
を
買
っ
て
い
る
の

で
す
。

灌
漑
も
発
電
も
同
じ
水
で

別
子
山
地
区
の
発
電
施
設
を
見
て
以

来
、
私
は
小
水
力
発
電
の
可
能
性
を
ま

す
ま
す
追
求
し
た
く
な
り
ま
し
た
。
そ

う
い
う
目
で
日
本
国
内
を
見
回
す
と
、

小
水
力
発
電
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は

非
常
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
に

は
す
で
に
灌
漑
用
排
水
路
が
張
り
巡
ら

さ
れ
、
水
量
を
安
定
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
や
す
い
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
か
ら
。

た
と
え
ば
愛
媛
県
の
道
前
道
後
と
い

う
灌
漑
シ
ス
テ
ム
。
こ
こ
は
高
知
県
の

ダ
ム
か
ら
集
め
た
水
を
、
松
山
市
の
道

前
側
と
道
後
側
に
配
っ
て
い
ま
す
。
ダ

ム
か
ら
水
を
下
ろ
し
て
く
る
箇
所
に
発

電
機
が
い
く
つ
か
入
っ
て
い
ま
す
が
、

下
流
部
分
に
も
落
差
が
あ
る
。

途
中
で
工
場
へ
の
給
水
の
た
め
に
水

が
吐
き
だ
さ
れ
る
地
点
で
は
、
30
c
ぐ

ら
い
落
と
し
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
こ
で

も
充
分
に
発
電
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
の
地
域
で
は
み
か

ん
畑
に
水
を
揚
げ
る
た
め
の
ポ
ン
プ
場

が
た
く
さ
ん
つ
く
ら
れ
る
ほ
ど
落
差
が

あ
る
地
域
で
す
か
ら
、
灌
漑
シ
ス
テ
ム

で
発
電
し
た
電
力
は
、
こ
の
揚
水
ポ
ン

プ
に
も
使
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。も

ち
ろ
ん
灌
漑
と
発
電
で
は
目
的
が

ま
っ
た
く
違
い
ま
す
し
、
競
合
す
る
点

も
あ
り
ま
す
。
水
車
を
入
れ
る
と
淀
み



新居浜市

別子山地域
愛媛県

高知県

徳島県

香川県

肱川

仁淀川

四万十川

吉野川

那賀川
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新居浜市

いの町

大川村

別子山地区
西条市

愛媛県

高知県

大
森
川

吉野川

銅山川

国
領
川

加茂川

電力供給先

電力・蒸気供給先

早
明
浦
ダ
ム

富
郷
ダ
ム

大橋ダム
大橋発電所

壬
生
川
変
電
所

西
条
発
電
所

本川発電所

長沢ダム

長沢発電所

大森川発電所

大森川ダム

発電所
設備

その他電力会社

高藪発電所

別
子
山
発
電
所

小
美
野
発
電
所

黒
瀬
発
電
所大

保
木
発
電
所

兎之山発電所

壬
生
川
火
力
発
電
所

新
居
浜
西
火
力
発
電
所

新
居
浜
東
火
力
発
電
所

山
根
発
電
所

東平発電所

本
社 磯
浦
変
電
所

新
須
賀
変
電
所

大江変電所

西
の
谷
変
電
所

岩
鍋
灰
処
分
場

御
代
島
変
電
所

菊
本
変
電
所

祝
谷
開
閉
所

別子ダム

鹿森ダム

黒
瀬
ダ
ム

端出場開閉所

別子変電所

発電所

設備

住友共同電力

新居浜市周辺の
住友共同電力（株）の施設

住友共同電力（株）の主な電力・蒸気供給先
住友化学（株）および関連会社／住友金属鉱山（株）／住友重機械工業（株）／日本エイアンドエル（株）／住友重機械ハイマテックス（株）
住友イートンノバ（株）／日本ケッチェン（株）／日本キャタリストサイクル（株）／新居浜電子（株）／住友林業（株）／住友林業クレスト（株）
三井住友建設（株）／（株）リーガロイヤルホテル新居浜／（株）住共クリーンセンター／住共エンジニアリング（株）／エス・エヌ・ケー（株）
新居浜コールセンター（株）

新居浜市

銅山川

谷
川

七番川

コ
エ
谷

大
野
谷

瀬
場
谷

八
間
滝

床
鍋
谷

保
土
野
谷

肉
淵
谷

大
木
谷

地獄谷

日
浦
谷●別子銅山跡

●

別
子
山
支
所別子ダム

中七番
（住友の森）

●

●  

別
子
小
・
中
学
校

別
子
山
発
電
所

小
美
野
発
電
所

供給先 ： 新居浜市別子山地区 約170世帯

特定電気事業区域

自家用電気工作物

自家用電気工作物
を設置する者 卸供給事業者 特定規模電気事業者 特定電気事業者 卸電気事業者 一般電気事業者

地方公共団体
土地改良区
民間、個人
などの事業者

公営企業局
（計31事業者）

北海水力発電（株）
など（計17社）

サミットエナジー（株）
ダイヤモンドパワー（株）
などの事業者
（計22社）

住友共同電力（株）
諏訪エネルギーサービス（株）
などの事業者
（計6社）

電源開発（株）
日本原子力発電（株）

（計2社）

東京電力（株）
沖縄電力（株）
などの電力会社
（計10社）

電気事業の用に供する電気工作物

一般電気工作物
（10kW未満）

電
気
工
作
物
と
電
気
事
業
者

事業用電気工作物（10kW以上）

住友共同電力（株）の別子山発電所と小美
野発電所から電力供給されている新居浜市
別子山地区の山林は、住友林業が植林再生
産を永久に繰り返す「保続林業」の思想に
基づいて管理され「住友の森」と呼ばれて
いる。下の写真の手前が別子中学校、奥に
小学校がある。

住友共同電力（株）は住友グループ各社の工場へ電力および蒸気を供給す
るとともに、一般電気事業者との電力相互融通、また特定規模電気事業者
のサミットエナジー（株）を通じて他地域への電力供給、さらに特定電気
事業者として新居浜市別子山地区へ電力供給を行なっている。



思
い
ま
す
。

し
か
し
、
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
工
事
に

は
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
た
め
、
で
き

る
限
り
ト
ン
ネ
ル
は
短
い
ほ
う
が
い
い
。

そ
こ
で
、
山
の
上
部
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘

り
、
反
対
側
で
水
を
落
と
す
際
に
発
電

し
て
、
そ
の
電
気
を
水
を
汲
み
上
げ
る

の
に
使
う
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
っ
た

わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
日
本
で
は
水
路

を
﹁
灌
漑
水
路
﹂
と
し
て
し
か
考
え
て

い
な
い
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
﹁
灌

漑
と
発
電
の
た
め
の
水
路
﹂
と
見
た
。

そ
し
て
、
導
水
ト
ン
ネ
ル
を
山
の
上
部

に
つ
く
る
と
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
す
る
た
め

に
必
要
な
電
力
量
が
必
要
と
な
る
け
れ

ど
、
ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
は
短
く
て
す
む
。

両
者
が
バ
ラ
ン
ス
す
る
地
点
で
掘
削
す

る
こ
と
に
し
た
わ
け
で
す
。

こ
の
例
は
日
本
人
の
私
か
ら
見
れ
ば
、

水
路
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
路
と
見
て
い
る

点
で
斬
新
で
あ
り
、
同
時
に
﹁
新
し
い

発
想
の
水
利
施
設
﹂
と
し
て
日
本
で
も

活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。

水
車
４
万
基
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

２
０
０
７
年
度
か
ら
農
林
水
産
省
が
、

小
水
力
発
電
に
適
し
た
農
業
用
水
を
調

査
し
始
め
ま
し
た
。
１
９
９
７
年
に
制

定
さ
れ
た
﹁
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
の

促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
﹂
が
改
正

さ
れ
、
２
０
０
８
年
４
月
か
ら
再
生
可

能
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
中
に
小
水

力
発
電
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
を
受
け

て
の
活
動
で
す
。

先
程
言
っ
た
よ
う
に
、
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
地
域
は
い
く
つ
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
し
、
実
践
に
あ
た
っ
て

立
ち
は
だ
か
る
の
は
水
利
権
や
送
配
電

設
備
利
用
の
問
題
で
す
ね
。
水
利
権
と

は
所
有
権
で
は
な
く
、
河
川
な
ど
の
水

を
利
用
す
る
権
利
で
、
農
村
地
帯
で
は

主
に
土
地
改
良
区
に
許
可
さ
れ
て
い
ま

す
。土

地
改
良
区
の
方
々
は
、
地
元
の
電

力
会
社
さ
ん
と
の
関
係
性
を
考
え
て

﹁
発
電
は
採
算
に
合
わ
な
い
﹂
と
思
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
こ

こ
に
も
発
想
を
転
換
す
る
余
地
が
あ
る

と
私
は
思
う
の
で
す
。

問
題
と
な
っ
て
い
る
水
利
権
に
関
し

て
言
え
ば
、
現
在
、
土
地
改
良
区
に
許

可
さ
れ
て
い
る
水
利
権
を
、
公
共
的
な

あ
ら
ゆ
る
用
途
に
使
え
る
権
利
に
す
る

こ
と
で
、
解
決
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
送
配
電
設
備
利
用
は
、
１
９
８
５

年
︵
昭
和
60
︶
に
電
電
公
社
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ

と
し
て
民
営
化
し
た
と
き
に
、
公
有
財

産
で
あ
っ
た
電
話
線
を
新
会
社
に
貸
し

出
す
こ
と
で
普
及
が
促
進
さ
れ
た
の
と

同
様
の
や
り
方
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

﹁
こ
の
灌
漑
用
水
を
利
用
し
て
発
電
し

た
い
﹂
。
市
町
村
な
り
公
的
な
セ
ク
タ

ー
が
そ
う
申
し
出
た
ら
、
水
の
流
れ
を

乱
さ
な
い
こ
と
だ
け
担
保
し
て
許
可
を

与
え
れ
ば
い
い
。
実
行
す
る
価
値
が
あ

25 エネルギー自立型から供給型へ

別子山地区では、今なお２つのミニ水力発電施設が稼動している。71kW
の別子山発電所（左）と1000kWの小美野発電所（右上下）はともに銅山
川の流れに沿っている。

が
で
き
ま
す
か
ら
、
健
全
な
流
れ
が
維

持
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
灌
漑
に
比
べ
発
電
の
歴
史
は
短

い
の
で
、
﹁
同
じ
水
で
灌
漑
も
発
電
も

一
緒
に
し
ま
し
ょ
う
﹂
と
い
う
シ
ス
テ

ム
は
非
常
に
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
限
界

が
見
え
た
今
、
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
水
力
を
再
認
識
し
た
り
、
新

た
に
可
能
性
を
模
索
す
る
必
要
に
迫
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
日
本
の
基
幹
灌
漑
シ
ス
テ

ム
は
、
水
は
高
い
所
か
ら
低
い
所
に
流

す
と
い
う
や
り
方
が
常
識
に
な
っ
て
い

て
、
﹁
10
b
で
も
高
い
所
に
は
水
が
配

れ
な
い
﹂
と
の
基
準
で
取
水
地
点
を
選

び
、
受
益
地
を
決
め
て
い
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
上
で
取
っ
て
、
下
に

落
と
す
と
き
に
発
電
し
、
落
と
し
た
水

を
先
に
つ
く
っ
た
電
力
を
使
っ
て
ポ
ン

プ
ア
ッ
プ
し
て
田
や
畑
に
配
る
の
で
す
。

余
っ
た
電
力
は
、
他
の
目
的
に
使
え
ま

す
。
良
い
事
例
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に

あ
り
ま
す
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
よ
り
南
側
に
広
が
っ
て
い
る

砂
漠
を
、
農
地
に
す
る
計
画
が
持
ち
挙

が
り
ま
し
た
。
水
は
北
側
か
ら
谷
に
溜

め
た
り
、
山
を
越
え
て
供
給
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
山
を
越
え
る
場
合
、

日
本
的
な
灌
漑
水
路
を
導
入
す
る
と
し

た
ら
、
山
を
大
き
く
迂
回
す
る
か
、
山

の
裾
野
か
ら
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
と
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山梨県都留市の市街地を流れる家中（かちゅう）川。1636
年（寛永16）甲州谷城城主、秋元但馬守秦朝が3年の歳月
を費やして開削し完成した人工河川だ。桂川の水を引き込
み、防火をはじめ生活用水や農業用水として、日常生活に
欠くことのできない水路として利用されてきた。都市化の

影響で、水路は一部小学校のグラウンドの下を流れている。
人家のすぐ横を、ゴーゴーと音を立てて滝が流れ落ちる様
子は圧巻。富士山の裾野として湧水が多く、傾斜もきつい
ため、流量、落差ともに発電には充分。大きな位置エネル
ギーを望める、小水力発電の適地である。

写真中段は市庁舎と小学校の間に設置された水車
〈元気くん1号〉。
スペック： 直径6m

最大出力20kW、平均8.8kW
落差2.1m
水量0.77～2.00 t / s

山梨県都留市は、2005年から市街地中心部を流れる準用河
川「家中川」の豊富な水量を利用して、都留市が事業者と
なってドイツ・ハイドロワット社製の下掛け水車〈元気く
ん1号〉を回している。発電した電気は市庁舎で利用され、
使用量の15～20％（金額にすると約170万円）をまかなっ
ているそうだ。
この小水力発電が注目されているのは、地域特性を生かし
た「市民参加型」で実行されたところ。事業費の一部は、
山梨県初の試みである市民ミニ公募債「つるのおんがえし
債」でをまかなわれたが、人口3万5000人の小都市で、40
人募集のところに実に161人が応募、約4倍の倍率での抽選
となった。

水路つけ変え工事まで含めて事業費は約4000万円、年間の
維持費は15万円ほど（ほとんどが保守管理料）。開放型水
車のため、部分的な損傷は、パーツ交換ですむ。除塵機の
設置によって流入したゴミが目に見えるようになり、ゴミ
の量が減るという思わぬ環境教育効果も上がったという。

都留市では、「都留市地域新エネルギービジョン」を2002
年（平成14年）度に策定、自然エネルギーの導入を促進す
る一環として「小水力発電のまち　アクアバレーつる」構
想を進めている。
「都留市地域新エネルギービジョン」では、小水力市民発
電所〈元気くん1号〉以外にも、森林バイオマス発電シス
テムや温泉の排熱利用などといった水力以外の新エネルギ
ーとマイクロ水力発電を組み合わて利用することにも積極
的に取り組んでいる。
市庁舎に設置された〈元気くん号〉以外の場所でも実験的
な発電をしているが、家中川に隣接する谷村工業高校の生
徒が管理を行なっているそうだ。

水力発電のまちアクアバレーつる
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る
地
域
は
、
数
多
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
は
大
規
模
発
電
に
は
優
秀
な
技

術
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
小
規
模
発
電

に
な
る
と
技
術
が
確
立
し
て
い
ま
せ
ん
。

大
規
模
発
電
の
技
術
は
小
規
模
発
電
に

も
応
用
で
き
る
の
で
す
が
、
需
要
が
な

か
っ
た
た
め
に
進
ん
で
い
な
い
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
、
小
規
模
発
電
を
実

現
す
る
に
は
莫
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
り

ま
す
。

し
か
し
こ
れ
も
、
小
規
模
発
電
所
を

た
く
さ
ん
つ
く
る
と
い
う
﹁
数
の
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
﹂
を
活
か
せ
ば
改
善
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。
９
電
力
会
社
に
統
合

さ
れ
る
以
前
、
日
本
全
国
で
は
４
万
基

の
固
定
式
水
車
が
稼
動
し
て
い
ま
し
た
。

と
い
う
こ
と
は
、
今
も
こ
れ
に
近
い
数

の
小
水
力
発
電
が
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
わ
け
で
す
。
毎
年
１
０
０
０
基
の
オ

ー
ダ
ー
が
あ
れ
ば
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し

て
の
魅
力
も
出
る
し
、
買
電
価
格
も
か

な
り
低
く
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

水
力
発
電
は
初
期
投
資
が
大
き
い
こ

と
が
ネ
ッ
ク
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

７
年
で
リ
タ
ー
ン
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
太
陽
光
発
電
で
も
、
一
般
家
庭
に
導

入
す
る
と
20
年
ぐ
ら
い
か
か
る
。
稼
働

率
を
考
え
る
と
、
太
陽
光
発
電
よ
り
１

年
中
発
電
で
き
る
水
力
発
電
の
ほ
う
が

有
利
で
す
。
年
間
の
稼
動
時
間
は
、
太

陽
光
が
約
１
０
０
０
時
間
、
風
力
が
２

０
０
０
時
間
前
後
な
の
に
対
し
、
水
力

は
５
０
０
０
時
間
以
上
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
水
力
発
電
の
１
kW
設
備
は
太
陽

光
発
電
の
５
kW
に
相
当
す
る
、
と
い
え

ま
す
。
し
か
も
、
水
力
は
安
定
し
た
電

力
を
生
産
で
き
ま
す
か
ら
、
他
の
再
生

可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
性
質
そ
の
も

の
が
違
う
わ
け
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
型
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
型
集
落
へ

前
に
挙
げ
た
別
子
山
地
区
の
よ
う
な

形
態
に
す
れ
ば
、
自
立
し
て
電
力
を
ま

か
な
え
る
集
落
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
。
特
に
山
間
地
域
で
は
、
千
葉

大
学
の
倉
阪
秀
史
さ
ん
が
提
唱
す
る

﹁
永
続
地
帯
﹂（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
よ
う
な
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
型
農
村
が
生
ま
れ
そ

う
な
気
が
す
る
の
で
す
。
そ
れ
を
さ
ら

に
進
め
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
型
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
型
農
村
が
で
き
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
き

ま
す
。

30
戸
規
模
の
集
落
が
発
電
機
を
入
れ

て
、
自
分
た
ち
の
電
力
を
ま
か
な
う
ケ

ー
ス
を
想
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
１
軒

の
家
庭
が
１
年
間
で
消
費
す
る
電
力
は
、

５
０
０
０
kW
ｈ
ぐ
ら
い
で
す
。
と
い
う

こ
と
は
１
軒
に
つ
き
１
kW
の
発
電
設
備

で
ま
か
な
え
ま
す
か
ら
、
30
軒
で
30
kW

の
発
電
機
が
あ
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

仮
に
１
kW
１
０
０
万
円
と
し
て
、
30
世

帯
で
３
０
０
０
万
円
集
め
て
初
期
投
資

し
、
あ
と
は
維
持
管
理
の
コ
ス
ト
を
見

て
お
け
ば
採
算
は
取
れ
ま
す
。

こ
う
い
う
集
落
が
増
え
た
ら
、
不
足

分
が
出
た
り
余
っ
た
り
し
た
と
き
に
お

互
い
融
通
し
合
え
ば
い
い
。
小
さ
な
集

落
が
お
互
い
融
通
し
合
う
こ
と
で
、
自

立
し
て
い
け
る
こ
と
が
私
の
描
く
農
村

の
理
想
図
で
す
。

さ
ら
に
理
想
を
進
め
る
と
、
石
油
に

ま
っ
た
く
依
存
し
な
い
農
村
が
生
ま
れ

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
石
油
を
使
わ
な
い
と
で

き
な
い
化
学
肥
料
や
合
成
農
薬
は
別
に

し
て
、
田
植
え
機
や
軽
ト
ラ
ッ
ク
も
集

落
で
つ
く
る
電
気
で
動
く
よ
う
に
な
れ

ば
、
究
極
の
自
立
型
農
村
が
で
き
そ
う

で
す
。

す
べ
て
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

運
営
し
、
﹁
こ
の
キ
ュ
ウ
リ
は
温
室
効

果
ガ
ス
を
ま
っ
た
く
排
出
し
な
い
で
つ

く
り
ま
し
た
﹂
な
ど
と
い
う
農
産
物
が

で
き
た
ら
、
魅
力
的
だ
し
、
付
加
価
値

を
つ
け
て
も
い
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
　

も
し
か
し
た
ら
﹁
２
〜
３
割
高
い
キ

ュ
ウ
リ
で
も
送
っ
て
ほ
し
い
﹂
と
か
、

﹁
そ
の
地
域
の
ク
リ
ー
ン
な
電
気
を
買

い
た
い
﹂
と
い
う
支
援
者
が
出
て
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
だ
こ
れ
は
夢
の
話
で
す
が
、
決
し

て
実
現
不
可
能
な
夢
で
は
な
い
と
思
う

の
で
す
。

か
つ
て
の
富
山
で
は
農
家
の
９
割
が
、

10
万
以
上
の
持
ち
運
び
式
の
螺
旋
水
車

を
稼
動
さ
せ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
初
期
の
水
車
の
本
が
あ
る
ん

で
す
が
、
そ
れ
を
見
る
と
現
在
あ
る
水

車
の
理
論
が
ほ
と
ん
ど
載
っ
て
い
る
。

効
率
な
ど
も
含
め
て
、
計
算
の
原
型
に

な
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
ろ
に
は
も
う
、
海
外
か
ら
導
入

さ
れ
た
技
術
も
確
立
し
て
、
村
の
鍛
冶

屋
さ
ん
が
そ
の
辺
り
の
計
算
ま
で
で
き

る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

ま
た
、
水
路
は
維
持
し
て
い
か
な
い

と
荒
れ
た
り
壊
れ
た
り
す
る
の
で
、
日

本
の
農
村
に
は
水
路
を
維
持
管
理
を
す

る
仕
組
み
や
伝
統
が
既
に
備
わ
っ
て
い

ま
す
。
み
ん
な
自
分
の
家
の
前
を
流
れ

て
い
る
水
路
の
水
が
、
ど
こ
か
ら
来
る

の
か
知
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
水
を
地
域
社
会
の
中
で
の
資
源

と
い
う
か
、
ご
く
当
た
り
前
の
も
の
、

ご
く
身
近
な
も
の
と
し
て
ち
ゃ
ん
と
使

っ
て
い
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
大
雨
が
降
っ
た
と
き
、
水
が

水
路
に
長
く
滞
留
す
る
と
困
る
た
め
、

発
電
に
は
使
わ
せ
た
く
な
い
と
か
、
用

水
と
し
て
使
う
農
業
側
と
、
動
力
源
と

し
て
使
い
た
い
産
業
側
は
よ
く
競
合
し

ま
し
た
。
管
理
の
仕
方
も
、
用
水
と
動

力
と
で
は
異
な
り
ま
す
。

一
番
大
き
な
違
い
は
、
農
業
用
水
と

し
て
水
を
た
く
さ
ん
使
う
時
期
は
、
代

掻
き
や
田
植
え
な
ど
せ
い
ぜ
い
８
月
末

ま
で
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
比
べ

て
水
車
の
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
変
動

な
く
１
年
中
を
通
し
た
ほ
う
が
効
率
は

高
ま
る
。
ま
た
統
制
さ
れ
る
前
に
何
万

も
あ
っ
た
水
車
は
、
ほ
と
ん
ど
が
農
業

用
の
水
車
で
す
。
発
電
用
の
水
車
は
、

﹁
発
電
﹂
が
日
本
に
入
っ
て
き
て
か
ら

わ
ず
か
１
０
０
何
年
の
歴
史
で
す
の
で
、

既
存
の
水
車
を
発
電
用
と
し
て
転
用
し

た
の
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
独
自
の
水

路
と
発
電
水
車
を
つ
く
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
﹁
電
気

を
起
こ
し
て
、
灌
漑
も
一
緒
に
や
り
ま

し
ょ
う
﹂
と
い
う
水
路
シ
ス
テ
ム
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
小
水

力
利
用
を
進
め
る
た
め
に
は
、
地
域
ご

と
に
時
期
に
合
わ
せ
て
使
用
水
量
を
う

ま
く
調
整
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
で

し
ょ
う
。
﹁
水
路
に
は
ゴ
ミ
は
流
れ
て

き
て
ほ
し
く
な
い
﹂
と
い
う
意
識
は
、

ど
ち
ら
に
も
共
通
し
ま
す
し
ね
。
今
は

失
わ
れ
て
い
る
﹁
水
路
は
地
域
の
共
有

財
産
﹂
と
い
う
意
識
も
、
水
路
を
用
水

と
動
力
両
方
の
資
源
と
し
て
見
る
こ
と

で
回
復
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
考
え
る
と
、
現
在
65
歳
以
上
が

集
落
人
口
の
過
半
数
を
占
め
る
﹁
限
界

集
落
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
過
疎
地
帯
に

も
、
価
値
の
あ
る
水
源
が
眠
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
は
逆
に
、
そ

う
い
う
地
域
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
型
農

村
と
し
て
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る

可
能
も
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
﹁
エ
ネ
ル
ギ

ー
﹂
と
言
わ
れ
る
と
中
東
の
油
田
地
帯

だ
け
に
目
を
向
け
が
ち
で
し
た
が
、
も

っ
と
足
元
の
水
を
見
直
す
と
き
が
き
て

い
る
の
で
す
。

エネルギー自立型から供給型へ




